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研究要旨  

患者レジストリシステムを用いて、後縦靱帯骨化症（OPLL）に対し保存症例を前

向きに登録し、その長期自然経過を調査する。本研究の結果から得られたエビデ

ンスを、脊柱靭帯骨化症政策研究班および日本整形外科学会で組織される診療ガ

イドライン委員会とも連携を取り、診療ガイドラインに反映していく。 

 

 

 

Ａ．研究目的 

OPLL の保存療法・経過観察例を前向き縦

断的に調査し、手術に至るまでの自然経過

や、悪化の予後因子を検討すること 

 

 

Ｂ．研究方法 

登録期間は 2 年間であり、登録症例の追

跡期間は 10 年とする。データベースシステ

ムへの登録はすべて匿名化して行う。 

 

 

Ｃ．研究結果 

当院では 2020 年度の登録は 18 例。 

 

 

Ｄ．考察、 

 

 

 

 

 

Ｅ．結論 

 

 

Ｆ．健康危険情報 
  総括研究報告書にまとめて記載 
 

Ｇ．研究発表 

 

 

1.論文発表 

 

 

2.学会発表 
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Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

（予定を含む） 

1.特許取得 

 

2.実用新案登録 

 

3.その他
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